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九州・関東で展開するゆたか「カレッジ」グループ

現在１１７人の知的障碍者がカレッジで青春を謳歌しています。

カレッジ福岡
１年生 １４人
２年生 ６人
３年生 ８人
４年生 ９人

合計 ３７人

カレッジながさき
１年生 ３人
２年生 ８人
３年生 ３人
４年生 ５人

合計 １９人

カレッジ早稲田
１年生 １７人
２年生 １４人
３年生 ６人

合計 ３７人

カレッジ北九州
１年生 ６人
２年生 ２人
３年生 ６人

合計 １４人

カレッジ久留米
１年生 ２人
２年生 ７人
３年生 １人

合計 １０人



知的障碍青年たちの置かれた現状

ü 特別支援学校高等部は、一般就労率を高めること
を要求され、就労の実績を上げようと職業訓練に
偏っている。

ü 詰め込み式のため、就労しても辞めて引きこもる例
も多い。

ü 知的障碍のある人は、失敗の体験が多いため自尊
感情や自己肯定感が育ちにくい。

だからこそ・・・

『自分づくり』を進めることができる青年期を
保障し、社会に出て行く移行を支援すべき



人間発達という視点からみた青年期の位置づけ

青年期（15歳～２４歳）とは・・・
ルソー「第二の誕生」エリクソン「モラトリアム・猶予期間」

ホール「疾風怒濤の時代」ドベス「情熱の時代」

É大人への従属・他律との社会的矛盾の中での苛立ちの時期
親・教師への依存・甘えと、自己主張による自己確認・選択で葛藤する年頃。

Éアイデンティティ・自己同一性確立の時期
「これが私だ！」「自分とは何か」「自分は何をしたいのか」「自分は何を求め
ているのか」Ҧ自分さがしを始めていく年頃。

Éじっくり悩むことが大切な時期
精いっぱい悩むことで、自分なりの納得できる結論を出していくことが大切な
年頃。青年期をうまく乗り越えることで自分の生きる道が見えてくる。

そのためには、じっくり悩み考える時間と場所、
豊富な体験、様々な人との関わり、
一緒に悩んでくれる仲間が不可欠。



諸外国での知的障碍者の大学進学状況

üアメリカ、カナダ、オーストラリア、
韓国、アイスランド、アイルランド、
スウェーデンでは、知的障碍者も
大学生活をエンジョイしている。

üその背景には、国連「障害者権
利条約」の存在がある。

障害者権利条約 第２４条「教育」第５項

・締約国は、障害者が、差別なしに、かつ、他の者との平等を基
礎として、一般的な高等教育、職業訓練、成人教育及び生涯学
習を享受することができることを確保する。

・このため、締約国は、合理的配慮が障害者に提供されることを
確保する。



カレッジ設立の目的

企業などに就職

福祉作業所の利用

︢ ῧӊԋӢӗ
①子どもから大人へ、学生から社会人へのスムーズな
移行

④職業生活、自立生活を送るためのスキルの獲得

②仲間たちとともに青春を謳歌し、充実した青年期を
体験

③各自の個性や長所を伸ばし、豊かな人生を送る基
礎の形成



カレッジの教育目標

自己効力感・・・「やったことはないけど、自分にもできそうかな」という気持ち
自尊感情・・・自分をかけがえのない存在、価値ある存在としてとらえる気持ち

楽観性
自己効力感
自尊感情

感情コントロール

逆境力
折れない心
（レジリエンス）

ＮＨＫ「クローズアップ現代
～折れない心の育て方～」

①生きるために必要な力や人生を楽しむ力を身につけ、
忍耐・努力することができる社会人の育成

②個性や自主性が輝き、伝え合う力や協調性を持つ社会
人の育成

③社会で生きる意欲と折れない心（レジリエンス）を持つ社
会人の育成



卒業者３年後の在職状況

３年以内
離職率 離職後の状況

一般高校
卒業生

特別支援学校
卒業生

４７．０％
（約２人に１人）

３６．６％
（約３人に１人）

離職者の多くは再就職・ア
ルバイトなど、同時に転職す
るケースが一般的。

離職後再就職の可能性は
尐なく、福祉的就労・在宅に
移行している人も尐なくない。



２０歳で高等部（専攻科）を卒業した人の追跡調査

卒業後の進路先 人数

一般就労 ２３名

福祉的就労 １９名

一般就労後の状況 人数

そのまま離職せずに継続して働いている人 １３名

一度一般就労して続かなくて離職した人も、「次こそは頑張ろう」と
全員が再起している。このたくましさ、自己肯定感に裏付けられた自
信こそが、まさに教育年限延長の意義といえるのではないだろうか。

再就職した人 １０名

福祉的就労に進んだ人 ０名

自宅に引きこもっている人 ０名

「聖母の家学園高等部専攻科」（三重県）
「やしま学園高等学校専攻科」（大阪府）



普通科「教養課程」１・２年次の時間割（例示）

時間・曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

10:00～10:15 朝のミーティング・検温・移動

10:15～10:35 健康つくり（ラジオ体操・ダンスなど）

余暇活動

映画
カラオケ

ボウリング
野外活動

等

10:45～12:15
(ホームルーム)

基礎学力
資格・検定 一般教養 生 活 自主ゼミ

12:15～13:15 昼食・休憩

13:15～14:45 文化・芸術 スポーツ 経 済 労 働 ヘルスケア

14:50～15:15 自主学習（パソコン・読書・自由勉強など）

15:20～15:45 清掃・帰りのミーティング



普通科「専門課程」３年次の時間割（例示）

時間・曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

10:00～10:15 朝のミーティング・検温・移動

10:15～10:45 健康つくり

ＳＳＴ 店舗実務
介護実務
厨房実務

清掃実務
ＰＣ実務

余暇活動

映画
カラオケ

ボウリング
野外活動

等

10:45～12:15
(ﾎｰﾑﾙｰﾑ)
資格・検定

12:15～13:15 昼食・休憩

13:15～14:45 スポーツ
生活

一般教養
自主ゼミ

物流実務

対人実務

インターン
シップ

14:50～15:15 自主学習

15:20～15:45 清掃・帰りのミーティング



学生たちが挑戦している資格・検定試験

中国語検定電卓検定

パソコンスピード検定
ワープロ検定

漢字検定



学生たちが挑戦している検定試験（2016年3月末現在）

検定種類 合否 ２級
準

２級
３
級

４
級

準
４級

５級 ６級
７
級

８
級

９
級

１０
級

合計 合格率

パソコン
スピード検定

合格 ４ １７ １６ ３７

８０％
不合格 １ １ ６ １ ９

漢字検定

合格 １ ３ ４ ６ １０ ６ ５ ２ ３ ４０

４６％
不合格 ４ ４ ２ ８ ４ ８ ８ ４ ５ ４７

ワープロ
検定

合格 ７ ７ １４

５０％
不合格 ７ ２ ５ １４

電卓検定

合格 ２ ３ ２ ７

３０％
不合格 １ ６ ９ １６

数学検定

合格 １ ２ ２ ２ ７

６４％
不合格 ２ ２ ４



カレッジながさき×長崎国際大学

カレッジ福岡×
福岡教育大学
福岡女学院大学
福岡女子短期大学

カレッジ早稲田×早稲田大学

カレッジ北九州×北九州市立大学

大学との交流

カレッジ久留米×久留米大学

知的障碍者の大学受け入れは、インクルーシブな大学づくり、大学生の障碍者
理解の促進、地域に開かれた大学づくりなど、大学にとっても大きな意味があります。



進路決定と職場定着支援の４つのポイント

ω学生個々人の興味、関心、趣味、特技、長所などと関連のある仕事を選択すれば、つらい
ことがあってもかなりがんばれる。

ωそのためには、障碍者向け求人に安易に学生をあてがうことは避ける。

ω本人のやりたい仕事を軸にキャリアサポーターが自らの足で、学生個々人の就職先を開拓
していくことが不可欠である。

進路決定に何より大切なのは「マッチング」

ωカレッジでできていることも、健常者ばかりの一般社会の中では難しいことが多々ある。

ωそれは実際の現場の中でこそ習得できる。（実習中の成長速度はカレッジの比でない。）

ω内定後から入社直前までインターンシップを継続し、仕事や職場の人間関係に慣れさせる。

「インターンシップ」での重点的個別指導こそが飛躍的成長の場

ω就職先が決まっても、約４割の人が中途で挫折。

ωカレッジでは、卒業後５年間、引き続き定着支援を行います。

次に大切なことは「定着支援」

ωカレッジで学生が最終的に身につけるものは、「レジリエンス」。

ωカレッジでは、卒業生を生涯にわたり継続して支援を行います。

もし離職しても、「くじけない心」があれば就職への再トライが可能



特別支援学校
高等部作業学習 カレッジ卒業

特別支援学校
高等部卒業 就職達成！

運転免許取得に例えるカレッジの就労支援プログラム

学科教習＝教養課程
路上教習＝専門課程

（インターンシップ）



ゆたか「カレッジ」グループ就労支援スキーム

①社会人として生きていく上で必要とされる様々な「生きる力」の習得（１・２年次）
②働くための基礎的な力の習得（１・２年次）
③就労スキルの習得（３・４年次）

・定期的な就職先の巡回支援
・２ヶ月に１回、カレッジの卒業生・支援教員と交流

１．就職活動に至るまでの基礎的学習のプロセス（１～４年次）

２．就職決定に向けた就職活動のプロセス（４年次）

職場を離職した場合の再就職支援のプロセス

３．職場定着に向けた活動のプロセス（卒業後）

①本人・保護者のニーズ調査、面談
②就職対象企業一覧の作成
③キャリアサポーターによる事業所訪問、就職対象企業の絞り込み
④キャリアサポーターによるインターンシップ先での直接指導
⑤採用試験に向けた指導
⑥就職決定先企業における就職前インターンシップ

卒業後
ゆたかカレッジ

─



①社会人として生きていく上で必要とされる様々な「生きる力」の習得

社会人として必要とされる「生きる力」とは･･･ 教養課程科目

・人の意見を聞く、自分の主張を上手に伝える、他者との意見の違いを認め合い、乗り越え合
意形成をする力を身につける。

ホームルーム

・生活力、暮らしに必要なスキルを身につける。周囲の人に違和感や不快感を感じさせない
立ち振る舞い（立位、座位、歩行等の姿勢）、身だしなみ（清潔感、清楚感）を身につける。

生 活

・社会の常識やルール、マナー、決まり、生活習慣などについての理解を深める。 一般教養

・創造的な活動を楽しみ、個性や能力を伸ばす。また、仲間と共に協力して作品を作り上げる
楽しさを体感する。

文化・芸術

・様々な資格を取得することで就職を有利に運ぶと共に、資格・検定の合格により自信を身に
つける。また不合格時にはストレス耐性、折れない心（レジリエンス）を身につける。

資格・検定

・１年間を通じて自分の興味あるテーマを選定し、調べ学習、論文作成、プレゼン発表を通じ
て、自信と持続性、探求することの楽しさを身につける。

自主ゼミ

・健康な身体作りと体力作りを行い、青年らしいしなやかな身体を作る。 スポーツ

・健康管理や疾病予防などについての理解を深め、日々の生活の中で自覚的に体調管理を
行えるようになる。

ヘルスケア

・お金の管理の仕方や使い方、お金の価値、社会の経済活動などについて学ぶ。 経 済

・働くことの意義や仕事に対する理解を深めるとともに、様々な職種について理解を深める。 労 働



②働くための基礎的な力の習得

働くための基礎的な力とは･･･

・働く目的を理解し、働く意欲を培う。

・自分の特技、長所、趣味、興味あること、ライフワークは何かについての自分探
しをする。

・自信、自己肯定感、自尊感情、自己効力感を身につける。

・折れない心、逆境力（レジリエンス）を身につける。

・様々な仕事や職種についての理解を広げる。

・様々な資格を取得する。

・社会のルール、常識・非常識を身につける。

・素直な心、忍耐強い心を育てる。

・周りの人を信頼し、困った時に相談できるコミュニケーション力を身につける。



③就労スキルの習得

就労スキルとは･･･ 教養課程

・職業人としての基礎を身につける。職場で孤立しないための健常者の
世界の中でのコミュニケーション力や会話力（雑談力・適応力・言葉遣
い・相談力）を身につける。

ＳＳＴ

・店舗で働く基礎を身につける。（接客・陳列・商品管理等） 店舗実務

・高齢者等の介護現場で働くための基礎を身につける。（食事介助・移
動介助・ベッドメイキング等）

介護実務

・飲食店の厨房内で働くための基礎を身につける。（調理・食器洗浄等） 厨房実務

・工場や倉庫でのピッキングや梱包業務などの基礎を身につける。
（ピッキング・検品・梱包・計量等）

物流実務

・清掃業務の基礎を身につける。（掃除・洗濯・小物洗い等） 清掃実務

・事務所等におけるパソコン業務の基礎を身につける。（ワード・エクセ
ル等）

ＰＣ実務

・会社の飲み会や職場の休憩時間などで困らない会話力を身につける。対人実務

・就労現場において、求められる業務のスキルを身につける。 インターンシップ



④就職決定に向けた就職活動のプロセス①

３年次（就労移行１年目）

４月 本人・保護者のニーズ調査（就労希望職種、就労希望地域β各第３希望まで）

５月 本人・保護者面談（ニーズ調査結果を踏まえ就職方針の検討）

５月～６月
キャリアサポーターが、本人・保護者のニーズに基づき、就職対象予定事業所一覧作成

インターンシップ① インターンシップ②

７月～８月
キャリアサポーターが、該当事業所に対し障害者雇用の可能性・見込みの有無を確認

インターンシップ③ インターンシップ④

８月～９月 キャリアサポーターが、障害者雇用の可能性のある事業所を訪問・見学・面談

９月～１０月インターンシップ⑤インターンシップ⑥

１１月～１２月インターンシップ⑦インターンシップ⑧

１月～２月
インターンシップ⑨インターンシップ⑩

本人・保護者面談（インターンシップを踏まえ就職方針の再検討）

３月 キャリアサポーターが、就職予定企業を絞り込み、来年度就職計画の作成・決定



⑤就職決定に向けた就職活動のプロセス②

４年次（就労移行２年目）

５月～６月

就職第１希望先企業でのインターンシップ（２週間程度、常時キャリアサポーターが
張付き指導、 毎日、実習終了後本人とキャリアサポーターによる２者面談での実習
の振り返り）

７月～８月

第１希望先企業で
就職が内定した場合

採用内定企業にてインターンシップ（週２日程度、入社前まで。
キャリアサポーター巡回）

第１希望先企業で
就職が見込めない場合

就職第２希望先企業でのインターンシップ（２週間程度、常時
キャリアサポーターが張付き指導、毎日、実習終了後に本人
とキャリアサポーターによる２者面談での実習の振り返り）

９月～１０月

第２希望先企業で
就職が内定した場合

採用内定企業にてインターンシップ（週２日程度、入社前まで。
キャリアサポーター巡回）

第２希望先企業で
就職が見込めない場合

就職第３希望先企業でのインターンシップ（２週間程度、常時
キャリアサポーターが張付き指導、毎日、実習終了後に本人
とキャリアサポーターによる２者面談での実習の振り返り）

１０月 就職第３希望先企業等採用面接受験

１１月 採用内定

１１月～３月
採用内定企業でインターンシップ（採用内定後、入社前まで。キャリアサポーターが
巡回）

４月 入社



職場定着に向けた活動のプロセス

ゆたか「カレッジ」グループでは、卒業後５年間、引き続き定着支援を行う。

・カレッジ卒業生は全員、「カレッジ〇〇同窓会」に入会する。
・同窓会活動として、２ヶ月に１回、定期的にカレッジの同窓生・支援教員と交流。
・卒業生同士で、余暇活動や懇親会などを企画・実施する。

・その中で、仕事上のストレス発散、職場外での交友関係・居場所の確保を図る。

入社後２ヶ月間 週１回定期的に就職先を巡回し見守り・支援

その後４ヶ月間２週に１回定期的に就職先を巡回し見守り・支援

その後６ヶ月間３週に１回定期的に就職先を巡回し見守り・支援

その後１年間 ２ヶ月に１回定期的に就職先を巡回し見守り・支援

その後１年間 ３ヶ月に１回定期的に就職先を巡回し見守り・支援

その後２年間 半年に１回定期的に就職先を巡回し見守り・支援



カレッジ研究生制度とは・・・

・障碍の重い人は、青年期の学びが４年間では短すぎます。

・カレッジの課程を卒業して、「研究生」としてカレッジに残り更な
る学びを経て障がいの重い人も福祉的就労ではなく一般就労を
目指しましょう。

対象者
サービス種別

修業年限

・カレッジ（普通科・生活技能科）所属の学生で、卒業後も継続
してカレッジに在籍することを希望する人。
・卒業後１年間は誰でも可。（就労移行支援の１年延長）

・卒業後２年目以降は、障害支援区分３以上で「生活介護」の
受給者証を取得できる人。（修業年限は定めなし）

所属クラス カレッジ「教養課程」「専門課程」修了後の「研究課程」に所属

授業内容

「ホームルーム」「自主ゼミ」「資格・検定」などは「研究課程」
のクラスで行う。それ以外の教科は、年度初めに、各自学び
たい教科を開講科目の中から自主的に選択する。なお、授業
中は、状況に応じて支援教員のサポートや教養課程・専門課
程所属の後輩のメンター（世話人）なども行う。


